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要　旨　　広島県東広島市西条町の国道2号線沿いで轢死していたタヌキ Nyctereutes procyonoides
の体表からミカドケナガノミ Chaetopsylla mikado Rothschild, 1904の雄3個体と雌6個体を採集し
た。これは東広島市における初記録，広島県における2記録目となる。
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緒　　言

　ミカドケナガノミ Chaetopsylla mikado Rothschild, 1904（ノミ目：ケナガノミ科）は日本の本州，四国，
九州，およびロシア沿海地方に分布する，食肉目哺乳類の外部寄生性昆虫である（Sakaguti and Jameson, 
1962）。本種の宿主として，日本からはキツネ Vulpes vulpes，タヌキ Nyctereutes procyonoides，イヌ Canis 
familiaris，ツキノワグマ Ursus thibetanus，テン Martes melampu，イタチ Mustela itatsi，チョウセンイタチ 
Mustela sibirica，アナグマ Meles anakum，イエネコ Felis catusが，ロシア沿海地方からはキツネ，チョウ
センイタチ，カワウソ Lutra lutra，ベンガルヤマネコ Prionailurus bengalensisが記録されている（Sakaguti, 
1958，1962；大本ら，1986；高橋ら，1981，1982；山内・奥島，2005）。なお，ニホンリス Sciurus lis とム
ササビ Petaurista leucogenys におけるミカドケナガノミの記録は，宿主採集の際にタヌキなどとの接触に
よって移行したものと推察されている（高橋ら，1982）。筆者は広島県東広島市西条町の国道2号線沿いで
轢死していたタヌキの体表からミカドケナガノミを採集したので報告する。

材料と方法

　2014年1月26日に広島県東広島市西条町上三永の国道2号線沿い（34°24'00.1"N, 132°48'05.6"E）で轢死
していたタヌキ（体長約47 cm）の体表から，ノミ類を目視により採集した。採集した全てのノミ類は
-30℃で冷凍保存し，形態観察のため，0.5 mol/l 水酸化カリウムに一晩浸漬後，蒸留水で洗浄，エタノール
系列で脱水，キシレンで透徹し，カナダバルサムで封入した。標本は，光学顕微鏡を用いて観察し Sakaguti
（1962）に従い同定した。宿主の学名と和名は阿部ら（2008）に従った。標本は目黒寄生虫館（MPM 
collection number 21395）に保管されている．

結果と考察

　雄3個体（体長 2.7-2.9 mm，平均 2.7 mm），雌6個体（体長 3.6-4.7 mm，平均 3.9 mm）の合計9個体の標
本が得られた。形態観察の結果，前胸背板に前胸剛棘櫛がない，挿入器の頂点が丸いフック状，雄把握器の
形状，および下唇鬚が6節から成る，といった特徴が見られたことから，得られた標本はミカドケナガノミ 
（図1）に同定された。
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Fig. 1.  Male (upper) and female (lower) specimens of Chaetopsylla mikado from a raccoon dog Nyctereutes 
procyonoides in Saijō-chō, Higashi-Hiroshima city, Hiroshima Prefecture, western  Honshū, Japan. Scale 
bars: 1 mm.

　中国地方においてミカドケナガノミは，岡山県芳井町のテンと倉敷市のチョウセンイタチ（山内・奥島，
2005），広島県海田町のキツネ，庄原市のタヌキ，広島市のテン，イタチ類（山内・江草，2005）から記録
されている．本記録はミカドケナガノミの東広島市における初記録，広島県における2記録目となる。広島
県においてノミ類は3科6種が記録されているが（中村，2014），分布や生態に関する情報は限られており今
後の調査が期待される．また，中国地方においてノミ類は5科14種が知られており（山内・江草，2005），
今後の調査によって広島県産ノミ類の種数は増えるものと予想される．
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A new record of Chaetopsylla mikado from Higashi-Hiroshima city, 
Hiroshima Prefecture

Masato Nitta
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 1-4-4 Kagamiyama, Higashi-Hiroshima, Hiroshima 739-8528, Japan

Abstract:　　Three male and six female specimens of Chaetopsylla mikado Rothschild, 1904 
(Siphonaptera: Vermipsyllidae) were collected from a raccoon dog Nyctereutes procyonoides in Saijō-chō, 
Higashi-Hiroshima city, Hiroshima Prefecture, western Honshū, Japan, on 26 January 2014. This collection 
represents the first record of C. mikado from Higashi-Hiroshima city and the second report from Hiroshima 
Prefecture.
Key words: �Chaetopsylla mikado, Higashi-Hiroshima city, new locality record, Nyctereutes procyonoides, 
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